
令和 5年度 公民科「NIE」シラバス  

 

教科名  NIE  教科名  公民科   学年  ２年  

単位数  ２単位     

 

 

 

  

１ 学習の到達目標  

  

学習の到達目標  

  

現代の社会で起こっている時事問題の基本的な仕組みを理解し、メディアリテラシーを身につける。また、

グループ学習や討論などを通して言語活動の充実を図り、自己理解や他者理解の力を育成することで公民的

な資質を養う。  

  

２ 学習計画に関する指導順序と選択指導について※『高等学校学習指導要領解説 総則編』より  

 各教科・科目及び特別活動の内容

に掲げる事項の順序  

 各教科・科目及び特別活動の内容に掲げる事項の順序は、特に示す場合を除き、指導の順序を示すも

のではないので、学校においては、その取扱について適切な工夫を加えるものとする。  

 学習指導要領で示されている内容

を適切に選択して指導する場合の

配慮事項  

 学校においては、特に必要がある場合には、「教育課程の基準」及び「教育課程の編成及び実施」に

示す教科及び科目の目標の趣旨を損なわない範囲内で、各教科・科目の内容に関する事項について、

基礎的・基本的な事項に重点を置くなどその内容を適切に選択して指導することができる。  

  

３ 科目全体の評価の観点趣旨  

評価の観点  

a．知識・技能 ｂ．思考・判断・表現 ｃ．主体的に学習に取り組む態度  

現代社会の時事的な事柄と人間とし

ての在り方生き方にかかわる基本的

な事柄や，学び方を理解し，その知

識を身に付けている。 

現代社会の時事的な事柄から課

題を見いだし，社会的事象の本

質や人間としての在り方生き方

について広い視野に立って多面

的・多角的に考察するととも

に，社会の変化や様々な立場，

考え方を踏まえ公正に判断し，

その過程や結果を様々な方法で

適切に表現する。 

現代社会の時事的な事柄と人間

にかかわる事柄に関する諸資料

を様々なメディアを通して収集

し，有用な情報を主体的に選択

し活用して学び方を身に付け

る。 

  

４ 各学期及び学年の評価方法   ※評価簿の作成を行う。  

    評 価                 内     容       判定基準  

     Ａ     十分に理解できると判断されるもの  ・授業態度 

・発問評価 

     Ｂ     おおむね満足できると判断されるもの  ・提出課題 

・小テスト 

     Ｃ     努力を要すると判断されるもの  ・プリント提出 

  

  

 月（時間）  

  

  学期の学習内容  

  

     各月の学習内容  

  

     指導上の留意点  

  

 ４月   

（６）  

  

  

１地球環境問題  

  

  

  

  

①地球温暖化  

②オゾン層の破壊  

③酸性雨  

④森林破壊と砂漠化  

  

 ・地球規模の環境問題と人間とのかか

わり、よりよい環境を次世代にどう引き

継ぐか考えさせる。  

   

  

 ５月    

（８）  

  

２生命倫理  

   

  

①尊厳死と安楽死  

②臓器移植  

③遺伝子操作について  

  

・現代の医療や生命科学の急速な発達

が、人間の生と死・私たちの生き方  に 

どう関わっていくか考えさせる。  

  

   



  

 ６月     

（８）  

  

３時事問題Ⅰ  

   

  

①金融について  

②日経新聞 NIE  

③沖縄の基地問題について  

・最近の身近な出来事を学ぶことで社会

と自分の生活に関心を持たせる。  

  

 ７月  

    （６）  

４時事問題Ⅱ  

  

  

①琉球新報 NIE  

②選挙について  

③東京オリンピック  

・最近の身近な出来事を学ぶことで社会

と自分の生活に関心を持たせる。  

  

 ８・９月  

  （８）  

５時事問題Ⅲ  

   

  

①キャリアデザイン  

②技術は人を幸せにする  

③動物の殺処分反対  

・最近の身近な出来事を学ぶことで社会

と自分の生活に関心を持たせる。  

  

 １０月  

    （８）  

６時事問題Ⅳ  

   

  

①そもそも論  

②これって違反なの？  

③新しい人権  

・基本的人権の尊重について、身近な事

例をとりあげ考えさせる。  

  

 １１月  

  （８）  

７時事問題Ⅴ  

   

①ユニバーサルデザイン  

②高齢化社会  

③メディアリテラシー  

・最近の身近な出来事を学ぶことで社会

と自分の生活に関心を持たせる。今後の

日本の在り方について考えさせる。  

  

 １２月   

（６）  

  

  

８政治と私たちの暮らし  

  

  

  

①憲法改正問題  

②公共の福祉とは  

③国境と領土問題  

    

  

・政治は身近な存在であり、私たち個々

人の生活に与える影響が大きいことを事

例から考えさせる。  

・世界各地で起こっている民族・内戦問

題を通して、何をなすべきか考えさせ

る。また、沖縄の基地問題から平和につ

いて考えさせる。  

  

  １月  

  （６）  

９現代の経済社会  

   

①市場価格と株式  

②働き方改革について  

・基本的人権の尊重について、身近な事

例をとりあげ考えさせる。  

   

 ２月  

  （４）  

10現代の経済社会  

   

①食の安全について  

②社会保障と消費者主権  

・最近の身近な出来事を学ぶことで社会

と自分の生活に関心を持たせる。  

  

  ３月  

  （２）  

11時事問題Ⅵ  

  

①仮想通貨の話  

②カードローンと悪徳商法  

③南北問題  

・最近の身近な出来事を学ぶことで社会

と自分の生活に関心を持たせる。  

  

 総時数 70  

  

  

  

  

  

  

  



令和５年度 公民科「高等学校 新現代社会」シラバス 

 

 
教科名 現代社会 教科名 公民科 学年 ３年 

単位数 ３単位 

 

１ 学習の到達目標 

 

学習の到達目標 

 

人間の尊重と科学的な探究の精神に基づいて，広い視野に立って，現代の社会と人間についての理解を深めさ

せ，現代社会の基本的な問題について主体的に考察し公正に判断するとともに自ら人間としての在り方生き方

について考察する力の基礎を養い，良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。 

 

２ 学習計画に関する指導順序と選択指導について※『高等学校学習指導要領解説 総則編』より 

 各教科・科目及び特別活動 

の内容に掲げる事項の順序 

 各教科・科目及び特別活動の内容に掲げる事項の順序は、特に示す場合を除き、指導の順序を示すも

のではないので、学校においては、その取扱について適切な工夫を加えるものとする。 

 学習指導要領で示されてい 

る内容を適切に選択して指導する

場合の配慮事項 

 学校においては、特に必要がある場合には、「教育課程の基準」及び「教育課程の編成及び実施」に

示す教科及び科目の目標の趣旨を損なわない範囲内で、各教科・科目の内容に関する事項について、基

礎的・基本的な事項に重点を置くなどその内容を適切に選択して指導することができる。 

 

３ 科目全体の評価の観点趣旨 

評価の観点 
ａ．関心・意欲・態度 ｂ．思考・判断・表現 ｃ．資料活用の技能 ｄ．知識・理解 

現代社会の基本的問題と人間にか

かわる事柄に対する関心を高め，意

欲的に課題を追究するとともに，社

会的事象を総合的に考えようとす

る態度と民主的・平和的なよりよい

社会の実現に向けて参加，協力する

態度を身に付け，現代社会に生きる

人間としての在り方生き方につい

て自覚を深めようとする。 

現代社会の基本的問題と人間

にかかわる事柄から課題を見

いだし，社会的事象の本質や人

間としての在り方生き方につ

いて広い視野に立って多面

的・多角的に考察するととも

に，社会の変化や様々な立場，

考え方を踏まえ公正に判断し，

その過程や結果を様々な方法

で適切に表現する。 

現代社会の基本的問題と人間

にかかわる事柄に関する諸資

料を様々なメディアを通して

収集し，有用な情報を主体的に

選択し活用して学び方を身に

付ける。 

現代社会の基本的問題と人間と

しての在り方生き方にかかわる

基本的な事柄や，学び方を理解

し，その知識を身に付けている。 

 

４ 観点別学習状況の評価の数量化※判定基準、得点は各教科・各科で検討し設定  ※評価簿の作成を行う。 

    評 価                内     容      判定基準      得 点 

     Ａ    十分に理解できると判断されるもの    ８０％        ３ 

     Ｂ    おおむね満足できると判断されるもの    ５０％～７９％        ２ 

     Ｃ    努力を要すると判断されるもの    ５０％未満        １ 

 

５ 各学期及び学年の評価方法 （各学期及び学年は、次の「学習計画及び評価方法」で記載する。） 

              評    価    内    容    １００点法    ５段階評価 

 十分満足できると判断されるもののうちで、特に高い程度のもの   ８０～１００        ５ 

 十分満足できると判断されるもの   ６５～ ７９        ４ 

 おおむね満足できると判断されるもの   ５０～ ６４        ３ 

 努力を要すると判断されるもの   ３５～ ４９        ２ 

 努力を要すると判断されるもののうち、特に程度の低いもの     ０～ ３４        １ 

 

 

 

 

 

 

 

 



学期 月 学習項目 学習内容(ねらい)および評価の観点 ａ ｂ ｃ ｄ 評価方法 
１ ４ 

｜ 

５ 

月 

第１編 私たちの生きる

社会 

世界のさまざまな課題 

１．環境と私たちの生活 

①地球環境のいま(1) 

②地球環境のいま(2) 

③私たちの地球を守るた

めに 

・これから学習していくさまざまな課題が世界には存在

していることを理解する。 

・地球規模の環境問題にはどのようなものがあるかを，

書籍やインターネットなどを用いて調べ，理解する。 

・さまざまな環境問題と人間の活動とのかかわりについ

て，教科書掲載の写真や地図を使いながら理解する。 

・環境問題への国際的取り組みを踏まえ，自然と共生す

るよりよい環境を次の世代に引き継ぐためにはどうし

たらよいか考える。 

・地球の温暖化対策への考察を通して，幸福，正義，公

正など社会のあり方を考察する基盤を理解する。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

２．資源・エネルギー問

題と私たちの生活 

①限りある資源 

②資源問題の解決をめざ

して 

・資源の有限性について理解を深め，原子力発電の問題

を例に，資源・エネルギー問題について多角的に考え

る。 

・資源・エネルギー問題について，書籍やインターネッ

トなどを用いて調べ，理解する。 

・エネルギー政策の見直しとともに新エネルギーの現状

について理解し，省エネルギーと循環型社会について

考える。 

・資源・エネルギー問題の考察を通して，幸福，正義，

公正など社会のあり方を考察する基盤を理解する。 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

３．科学技術の発達と私

たちの生命 

①科学技術の発達と生命 

②生命倫理をめぐる問題 

・科学技術の発達が社会や生活をどのように変えてきた

か考える。 

・医療の発達により，人類がはじめて直面する問題が生

じていることを，具体的事例をあげて考える。 

・生命倫理をめぐる問題について，どのようなものがあ

るか新聞やインターネットなどで調べ，それらについ

て現状と課題とまとめる。 

・生命にかかわる課題の考察を通して，幸福，正義，公

正など社会のあり方を考察する基盤を理解させる。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

４．高度情報社会と私た

ちの生活 

①情報の高度化の進展 

②高度情報社会の課題 

・高度情報社会とは何かについて理解し，情報化の進展

が社会に及ぼす影響について，新聞やインターネット

などを使って調べ，理解する。 

・高度情報社会で生きていくために必要な知識を身に着

け課題についてどう取り組めばよいか考えることを通

して，幸福，正義，公正など社会のあり方を考察する

基盤を理解する。 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

学期 月 学習項目 学習内容(ねらい)および評価の観点 ａ ｂ ｃ ｄ 評価方法 
１ ５ 第２編 現代社会と人間

としてのあり方生き方 

第１章 青年期と自己の

形成 

私たちの一日と青年期 

①青年期とは 

②青年期を充実させるた

めに 

③自立に向けて 

④伝統や文化とのかかわ

り 

⑤社会とのかかわり 

⑥私たちの生きがい 

 

・人生の中で青年期はどのような意味をもつのか考え，

青年期におけるさまざまな悩みと，それを克服するた

めにはどのようにすればよいか考える。 

・一人前の人間として自立するためには何をしたらよい

か考える。 

・伝統や文化と自らの行動様式や考え方との関係につい

て考察する。 

・職業のもつ意味，社会に参加することの意義について

書籍やインターネットで調べ，一人ひとりが社会づく

りに参画していく必要のあることを理解する。 

・生涯にわたって学習していくことの意義を考える。 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

６ 第２章 個人の尊重と法

の支配 

私たちの一生と法 

①個人と国家 

②法の支配 

③基本的人権と法の支配 

④世界の政治体制 

・私たちの生活と政治や国家のかかわりについて関心を

高め，国家はどのような考え方を背景につくられたの

かを理解する。 

・基本的人権が保障されるにいたった経緯を，さまざま

な情報手段で資料を収集し，具体的事例をあげて考察

し，理解する。 

・世界のおもな政治体制について教科書の図などを使っ

て理解し，真の民主政治の実現と関連させて考察する。 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 



６ 第３章 現代の民主政治

と政治参加の意義 

私たちの町と政治 

①日本国憲法の基本原理 

②平和主義と日本の安全

保障 

③冷戦終結後の防衛問題 

④平等に生きる権利 

⑤自由に生きる権利 

⑥豊かに生きる権利 

⑦新しい人権 

⑧基本的人権と公共の福

祉 

・日本国憲法の成立過程や明治憲法との比較，天皇の地

位の変化，日本国憲法の三つの基本原理について主体

的に理解する。 

・平和主義をめぐって，どのような動きがあったのかを

理解する。また，自衛隊をめぐる問題について理解す

る。 

・日米安保体制はどのような背景から生まれ，どう変化

してきたのか理解する。 

・身のまわりの偏見や差別・不平等，自由権が保障され

ていない問題について調べ，その解決策を考える。 

・社会権が私たちの生活をどのように変えたかを考える。

また，新しい人権にはどのようなものがあるか理解す

る。 

・基本的人権と公共の福祉の関係について理解し，社会

における望ましい解決策を，新聞などさまざまな情報

手段を活用して調べ，話し合う。 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

７ ⑨国会の運営と権限 

⑩内閣と行政の民主化 

⑪裁判所と人権保障 

 

・議会制民主主義とはどのようなものか，国権の最高機

関である国会について理解する。 

・議院内閣制のしくみ，内閣の組織と権限について理解

し，行政の民主化のために何が必要か考える。 

・裁判所のパンフレットなどを入手して裁判員制度を含

む公正な裁判のための制度について理解する。また，

憲法を守るための裁判所の権限について理解する。 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

２ ９ ⑫地方自治と住民の福祉 

⑬選挙制度の現状と課題 

⑭世論の形成と政治参加 

・地方自治の意味と地方自治の発展のための課題につい

て自分自身の問題として具体的に考える。 

・国会議員の選挙制度はどのようなしくみか，また，ど

のような課題があるのかを理解する。 

・国民が政治に参加する方法にはどのようなものがある

かさまざまな手段を使って調べ，住民にとって生活し

やすい政治のために必要な行動を話し合う。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

９ 第４章 国際政治の動向

と日本の役割 

国際政治の動向と私たち

にできること 

①国家主権と国際法 

②国際連合の役割 

③第二次世界大戦後の国

際社会 

④冷戦終結後の国際社会 

⑤核兵器の廃絶と国際平

和 

・主権国家とはどのようなものか，国際社会における国

際法の役割と限界について理解する。 

・国連の成立，役割と課題について理解する。 

・第二次世界大戦後の国際社会と冷戦終結前後の国際社

会の状況について，年表を使って整理し，理解する。 

・核兵器を廃絶するためにどのような取り組みがおこな

われているか，また，国際平和のために何をしなけれ

ばならないか，さまざまな情報手段を活用して調べ，

まとめる。 

・核兵器の問題についての知識を身につけ，それを廃絶

するために何をしなければならないかを理解する。 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

 

学期 月 学習項目 学習内容(ねらい)および評価の観点 ａ ｂ ｃ ｄ 評価方法 
２ 10 ⑥地域紛争と人種・民族

問題 

⑦国境と領土問題 

⑧日本の役割と私たちの

生き方 

・民族や宗教の対立による紛争にはどのようなものがあ

るか，人種・民族紛争の実態，難民問題について理解

する。 

・国境と領土問題や日本の領土問題について，教科書の

写真・地図を使用して理解する。 

・日本の外交の基本方針を理解し，アジアの一員として

の日本の役割について考える。 

・国際社会における日本の役割，国際社会の一員として

何をすべきか考える。 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

10 第５章 現代の経済社会

と私たちの生活 

私たちの町と経済 

①経済と私たちの生活 

②経済体制の変容 

③現代の企業 

④市場のしくみ 

⑤国民所得と私たちの生

活 

⑥景気変動と物価の動き 

 

・私たちの生活と密接にかかわる経済の基本的なしくみ

を理解し，資本主義経済と社会主義経済の特徴を理解

する。 

・企業の活動内容，企業の負っている社会的責任につい

て理解し，株式会社の特徴についてまとめる。 

・市場の基本である「需要と供給との関係」について，

正しく理解する。 

・国民所得について，教科書に掲載されている図版を適

切に使用し，理解する。 

・景気変動について理解し，・経済成長は生活にどのよう

な変化を与えるかを，具体的事例をあげて考える。 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 



11 ⑦財政のしくみと税金 

⑧日本の財政の課題 

⑨金融機関のはたらき 

⑩戦後日本経済のあゆみ

(1) 

⑪戦後日本経済のあゆみ

(2) 

⑫技術革新の進展と産業

構造の変化 

⑬中小企業の現状と役割 

⑭食の安全とこれからの

日本の農業 

・政府はどのような経済的役割をもっているかを理解す

る。 

・財政にはどのような機能と役割が求められているか，

日本の財政の課題は何かを理解する。 

・金融機関の果たしている役割，中央銀行の金融政策に

ついて理解する。 

・第二次世界大戦終結から現在まで，日本の経済発展の

あゆみについて年表を使って理解し，現在の日本経済

の課題と新たな取り組みについて考える。 

・技術革新の進展による生活の変化，産業構造の変化，

経済のサービス化・ソフト化について，新聞やインタ

ーネットを活用して身近な問題と関連させて考察す

る。 

・中小企業の現状と役割について理解する。 

・日本の農業政策の推移を理解し，これからの日本の農

業，食料政策などの問題について考える。 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

12 ⑮雇用と労働問題 

⑯労働環境の整備 

⑰公害の防止から環境保

全へ 

⑱消費者問題と消費者主

権 

⑲社会保障と福祉社会 

⑳これからの社会保障 

・労働運動の展開と労働基本権について理解し，近年の

雇用事情の変化について考える。 

・雇用事情の変化とさまざまな労働問題について，具体

的事例をあげて多角的に考察する。 

・公害の原因と，それに対する国・企業の責任について

理解し，公害を防止するためにはどうすべきか考える。 

・消費者は契約についてどのような自覚が必要かを考え，

消費者問題に対する企業の責任や国の対策について理

解する。 

・日本の社会保障制度の特徴，少子高齢社会の課題につ

いて理解する。 

・消費者問題，日本の社会保障について，さまざまな情

報手段を活用して情報を収集し，調査した内容をまと

めて話し合うなど，適切に表現する。 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

３ １ 第６章 国際経済の動向

と日本の役割 

国際経済の動向と私たち

にできること 

①国際分業と貿易 

②国際経済体制のあゆみ 

③国際収支と為替相場 

④国際経済の動向 

⑤進む地域的経済統合 

⑥発展途上国の経済と南

北問題 

⑦国際社会のこれから 

・自由貿易と保護貿易の違いについて考え，自由貿易を

進めるための国際機関の機能と役割について理解す

る。 

・自由貿易推進のために国際的な協調体制がとられてき

た経緯を理解し，国際収支の変化，為替相場の変動が

経済に及ぼす影響について理解する。 

・貿易の意義，円高・円安の生じる理由，経済のグロー

バル化について考え，身近な事例をもとにレポートを

作成するなど，適切に表現する。 

・日本の貿易やアメリカ，アジアなどの貿易について理

解し，貿易の拡大とそれにともなう貿易摩擦について，

具体的事例をあげて考察する。 

・国際経済機構や地域的経済統合にはどのようなものが

あるか理解する。 

・南北問題の原因，発展途上国のかかえている問題につ

いて理解し，南北問題解決のために日本は何をすべき

か考える。 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

学期 月 学習項目 学習内容(ねらい)および評価の観点 ａ ｂ ｃ ｄ 評価方法 
３ ２ 第７章 民主社会に生きる

倫理 

私たちの悩みと倫理 

①豊かな人生を求めて 

②日本の伝統的な考え方 

③近代の西洋社会に見ら

れる考え方 

④近代市民社会から大衆

社会へ 

⑤他者とともに生きる 

⑥豊かな社会の実現に向

けて 

・哲学や宗教の役割を理解するとともに，人生を豊かに

生きるとはどういうことなのかを多角的に考察する。 

・日本の伝統意識を理解し，生活の中での仏教や儒教，

西洋思想の影響について，具体的事例をあげて考察す

る。 

・人間の尊厳や科学的なものの考え方，民主的社会を樹

立するために必要な考え方の理解を深めるため，図版

や原典資料を適切に使用する。 

・平等な社会の実現には，偏見を取りのぞき，主体的に

努力することが求められていることを理解する。 

・差別を生み出す偏見について考え，それを克服して，

ともに生きるために私たちは何をすべきか，自分自身

の問題として考える。 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

３ 第３編 ともに生きる社会

をめざして 

ケーススタディ 

①社会保障と消費税 

②クジラは野生保護動物

か，水産資源か 

③人口問題と私たちの未来 

・教科書に掲載されている図版や写真・資料などを適切

に使用し，政治課題としてよく取り上げられる消費税

について考えたり，捕鯨問題について考えたり，人口

問題を通して私たちの未来を考察したりする。 

・調べた内容をまとめて発表したり，レポートを作成し

たりするなど，適切に表現する。 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○  

 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・レポート作成 

・発表 

・定期考査 

 



県立名護商工高等学校   令和５年度 公民科「高等学校 新公共」（公共711）シラバス 
 

 

科目 公共 単位 2 学年 １・２ 

使用教科書 高等学校 新公共(第一学習社) 副教材等 新公共ノート（第一学習社） 

 

学習の 

到達目標 

 人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を追究したり解決したりする活動を通して，広

い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民

としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

・現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解するとともに，諸資料か

ら，倫理的主体などとして活動するために必要となる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるように

する。 

・現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における基本的原理を活用し

て，事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したこと

を議論する力を養う。 

・よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考

察や深い理解を通して涵養される，現代社会に生きる人間としての在り方生き方についての自覚や，公共的な空間に

生き国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協

力し合うことの大切さについての自覚などを深める。 

 

評価の観点 
ａ．知識・技能 ｂ．思考・判断・表現 ｃ．主体的に学習に取り組む態度 

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断す

るための手掛かりとなる概念や理論につ

いて理解するとともに，諸資料から，倫理

的主体などとして活動するために必要と

なる情報を適切かつ効果的に調べまとめ

ている。 

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・

判断の手掛かりとなる考え方や公共的な

空間における基本的原理を活用して，事

実を基に多面的・多角的に考察し公正に

判断したり，合意形成や社会参画を視野

に入れながら構想したことを議論したり

している。 

よりよい社会の実現を視野に，国家及び

社会の担い手として，現代の諸課題を主

体的に解決しようとしている。 

 

月 学習項目 ■学習内容(ねらい) ・評価の観点 a b c 評価方法 
 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１編 公共の扉      

第１章 

公共的な空間をつくる私

たち 

①社会に生きる私たち 

②個人の尊厳と自主・自律 

③多様性と共通性 

④伝統文化とのかかわり 

⑤自立した主体をめざし

て 

■社会に参画する自立した主体とは，孤立して生きるのでは

なく，地域社会などの様々な集団の一員として生き，他者

との協働により当事者として国家・社会などの公共的な空

間を作る存在であることを学ぶ。 

・自らの体験などを振り返ることを通して，自らを成長させ

る人間としての在り方生き方について理解している。 

・人間は，個人として相互に尊重されるべき存在であるとと

もに，対話を通して互いの様々な立場を理解し高め合うこ

とのできる社会的な存在であること，伝統や文化，先人の

取組や知恵に触れたりすることなどを通して，自らの価値

観を形成するとともに他者の価値観を尊重することがで

きるようになる存在であることについて理解している。 

・自分自身が，自主的によりよい公共的な空間を作り出して

いこうとする自立した主体になることが，自らのキャリア

形成とともによりよい社会の形成に結び付くことについ

て理解している。 

・公共的な空間と人間との関わり，個人の尊厳と自主・自律，

人間と社会の多様性と共通性などに着目して考えている。 

・社会に参画する自立した主体とは，孤立して生きるのでは

なく，地域社会などの様々な集団の一員として生き，他者

との協働により当事者として国家・社会などの公共的な空

間を作る存在であることについて多面的・多角的に考察

し，表現している。 

・公共的な空間をつくる私たちについて，現代の諸課題を主

体的に解決しようとしている。 

 

 

 

 

○ 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

第２章 

公共的な空間における人

間としてのあり方生き方 

①人間と社会のあり方に

ついての見方・考え方 

■古今東西の先人の取り組み，知恵などを踏まえ，社会に参

画する際の選択・判断するための手掛かりとなる概念や理

論を理解する。 

・選択・判断の手掛かりとして，行為の結果である個人や社

会全体の幸福を重視する考え方や，行為の動機となる公正

などの義務を重視する考え方などについて理解している。 

・現代の諸課題について自らも他者も共に納得できる解決

方法を見いだすことに向け，上に示す考え方を活用するこ

とを通して，行為者自身の人間としての在り方生き方につ

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 



月 学習項目 ■学習内容(ねらい) ・評価の観点 a b c 評価方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いて探求することが，よりよく生きていく上で重要である

ことについて理解している。 

・人間としての在り方生き方に関わる諸資料から，よりよく

生きる行為者として活動するために必要な情報を収集し，

読み取る技能を身に付けている。 

・幸福，正義，公正などに着目して考えている。 

・倫理的価値の判断において，行為の結果である個人や社会

全体の幸福を重視する考え方と，行為の動機となる公正な

どの義務を重視する考え方などを活用し，自らも他者も共

に納得できる解決方法を見いだすことに向け，思考実験な

ど概念的な枠組みを用いて考察する活動を通して，人間と

しての在り方生き方を多面的・多角的に考察し，表現して

いる。 

・公共的な空間における人間としてのあり方生き方につい

て，現代の諸課題を主体的に解決しようとしている。 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

第３章 

公共的な空間における基

本的原理 

①人間の尊厳と平等，個人

の尊重 

②民主主義と法の支配 

③自由・権利と責任・義務 

④日本国憲法に生きる基

本的原理 

■古今東西の先人の取り組み，知恵などを踏まえ，公共的な

空間における基本的原理を理解する。 

・各人の意見や利害を公平・公正に調整することなどを通し

て，人間の尊厳と平等，協働の利益と社会の安定性の確保

を共に図ることが，公共的な空間を作る上で必要であるこ

とについて理解している。 

・人間の尊厳と平等，個人の尊重，民主主義，法の支配，自

由・権利と責任・義務など，公共的な空間における基本的

原理について理解している。 

・幸福，正義，公正などに着目して考えている。 

・公共的な空間における基本的原理について，思考実験など

概念的な枠組みを用いて考察する活動を通して，個人と社

会との関わりにおいて多面的・多角的に考察し，表現して

いる。 

・公共的な空間における基本的原理について，現代の諸課題

を主体的に解決しようとしている。 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

第２編 自立した主体と

してよりよい社会の形成

に参画する私たち 

     

第１章 

法的な主体となる私たち 

■憲法の下，適正な手続きに則り，法や規範に基づいて各人

の意見や利害を公平・公正に調整し，個人や社会の紛争を

調停，解決することなどを通して，権利や自由が保障，実

現され，社会の秩序が形成，維持されていくことについて

理解する。 

    

主題１ 

法や規範の意義と役割 

①私たちと法 

②法と基本的人権 

③自由に生きる権利と法・

規範 

④平等に生きる権利と法・

規範 

⑤安全で豊かに生きる権

利と法・規範 

⑥法をよりよいものにす

るための権利 

 

 

■法やルールを定める時には，どのようなことに配慮する必

要があるかを理解する。 

・法や規範の意義及び役割に関わる現実社会の事柄や課題

を理解している。 

・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自立した主体とし

て活動するために必要な情報を適切かつ効果的に収集し，

読み取り，まとめる技能を身に付けている。 

・中学校までに学んだ知識もふまえ，幸福，正義，公正など

に着目して，多面的・多角的に考察し，表現している。 

・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設

定し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題

の解決に向けて事実を基に協働して考察したり構想した

りしたことを，論拠をもって表現している。 

・法や規範の意義と役割について，現代の諸課題を主体的に

解決しようとしている。 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

主題２ 

契約と消費者の権利・責任 

①さまざまな契約と法 

②消費者の権利と責任 

■契約が対等な当事者間の合意といえるための条件を理解

する。 

・契約と消費者の権利・責任に関わる現実社会の事柄や課題

を理解している。 

・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自立した主体とし

て活動するために必要な情報を適切かつ効果的に収集し，

読み取り，まとめる技能を身に付けている。 

・家庭科など他教科で学んだ知識もふまえ，幸福，正義，公

正などに着目して，多面的・多角的に考察し，表現してい

る。 

・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設

定し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題

の解決に向けて事実を基に協働して考察したり構想した

りしたことを，論拠をもって表現している。 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 



月 学習項目 ■学習内容(ねらい) ・評価の観点 a b c 評価方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

・契約と消費者の権利・責任について，現代の諸課題を主体

的に解決しようとしている。 

〇 

主題３ 司法参加の意義 

①裁判所と司法 

②国民の司法参加 

■個人や社会の紛争を法に基づいて公正に解決するために

必要なしくみと，国民が果たすべき責任を理解する。 

・司法参加の意義に関わる現実社会の事柄や課題を理解し

ている。 

・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自立した主体とし

て活動するために必要な情報を適切かつ効果的に収集し，

読み取り，まとめる技能を身に付けている。 

・政治分野の国会・内閣のしくみとも関連させ，幸福，正義，

公正などに着目して，多面的・多角的に考察し，表現して

いる。 

・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設

定し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題

の解決に向けて事実を基に協働して考察したり構想した

りしたことを，論拠をもって表現している。 

・司法参加の意義について，現代の諸課題を主体的に解決し

ようとしている。 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

第２章 

政治的な主体となる私た

ち 

■よりよい社会は，憲法の下，個人が議論に参加し，意見や

利害の対立状況を調整して合意を形成することなどを通

して築かれるものであることについて理解する。 

    

主題４ 

政治参加と公正な世論形

成 

①私たちと選挙 

②選挙の現状と課題 

③世論の形成と政治参加 

④国会と立法 

⑤内閣と行政 

⑥地方自治と住民福祉 

■民主政治を推進するために，私たちが果たすべき責任を理

解する。 

・政治参加と公正な世論形成に関わる現実社会の事柄や課

題を理解している。 

・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自立した主体とし

て活動するために必要な情報を適切かつ効果的に収集し，

読み取り，まとめる技能を身に付けている。 

・中学校までに学んだ知識もふまえ，幸福，正義，公正など

に着目して，多面的・多角的に考察し，表現している。 

・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設

定し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題

の解決に向けて事実を基に協働して考察したり構想した

りしたことを，論拠をもって表現している。 

・政治参加と公正な世論形成について，現代の諸課題を主体

的に解決しようとしている。 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

主題５ 

国際社会と国家主権 

①国家と国際法 

②国境と領土問題 

③国際連合の役割と課題 

■主権国家が並び立つ国際社会は，どのように成り立ってい

るのかを理解する。 

・国際社会と国家主権に関わる現実社会の事柄や課題を理

解している。 

・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自立した主体とし

て活動するために必要な情報を適切かつ効果的に収集し，

読み取り，まとめる技能を身に付けている。 

・国際社会の特徴と課題について，幸福，正義，公正などに

着目して考えている。 

・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設

定し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題

の解決に向けて事実を基に協働して考察したり構想した

りしたことを，論拠をもって表現している。 

・国際社会と国家主権について，現代の諸課題を主体的に解

決しようとしている。 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

主題６ 

日本の安全保障と防衛 

①平和主義と安全保障 

②日本の安全保障体制の

変容 

③核兵器の廃絶と国際平

和 

■日本国憲法の平和主義の下，私たちが果たすべき責任を理

解する。 

・日本の安全保障と防衛に関わる現実社会の事柄や課題を

理解している。 

・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自立した主体とし

て活動するために必要な情報を適切かつ効果的に収集し，

読み取り，まとめる技能を身に付けている。 

・日本国憲法の平和主義をふまえ，幸福，正義，公正などに

着目して，多面的・多角的に考察し，表現している。 

・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設

定し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題

の解決に向けて事実を基に協働して考察したり構想した

りしたことを，論拠をもって表現している。 

・日本の安全保障と防衛について，現代の諸課題を主体的に

解決しようとしている。 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

主題７ 

国際社会の変化と日本の

■国際平和を実現するために必要な日本の役割を理解する。 

・国際社会の変化と日本の役割に関わる現実社会の事柄や

 

〇 

 

 

 

 

・授業態度 

・発問評価 



月 学習項目 ■学習内容(ねらい) ・評価の観点 a b c 評価方法 
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12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役割 

①今日の国際社会 

②人種・民族問題と地域紛

争 

③国際社会における日本

の役割 

課題を理解している。 

・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自立した主体とし

て活動するために必要な情報を適切かつ効果的に収集し，

読み取り，まとめる技能を身に付けている。 

・中学校までに学んだ知識や，地理・歴史など他教科で学ん

だ知識もふまえ，経済分野の国際機関の取り組みなどとも

関連させ，幸福，正義，公正などに着目して，多面的・多

角的に考察し，表現している。 

・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設

定し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題

の解決に向けて事実を基に協働して考察したり構想した

りしたことを，論拠をもって表現している。 

・国際社会の変化と日本の役割について，現代の諸課題を主

体的に解決しようとしている。 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

第３章 

経済的な主体となる私た

ち 

■公正かつ自由な経済活動を行うことを通して資源の効率

的な配分が図られること，市場経済システムを機能させた

り国民福祉の向上に寄与したりする役割を政府などが担

っていること及びより活発な経済活動と個人の尊重を共

に成り立たせることが必要であることについて理解する。 

    

主題８ 雇用と労働問題 

①私たちと経済 

②労働者と権利 

③労働環境と課題 

■少子高齢化による労働力不足が問題となるなか，活発な経

済活動と労働者の働きやすさを共に成り立たせるために

必要なことを理解する。 

・雇用と労働問題に関わる現実社会の事柄や課題を理解し

ている。 

・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自立した主体とし

て活動するために必要な情報を適切かつ効果的に収集し，

読み取り，まとめる技能を身に付けている。 

・法分野の基本的人権とも関連させ，幸福，正義，公正など

に着目して，多面的・多角的に考察し，表現している。 

・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設

定し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題

の解決に向けて事実を基に協働して考察したり構想した

りしたことを，論拠をもって表現している。 

・雇用と労働問題について，現代の諸課題を主体的に解決

し，自分の将来のあり方について考えようとしている。 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

主題９ 

社会の変化と職業観 

①日本経済のこれまでと

これから 

②技術革新の進展 

③現代の企業 

④中小企業の現状と役割 

⑤日本の農林水産業 

■グローバル化・情報化・少子高齢化が進む現代社会におい

て，将来の働き方をどう考えていけばよいか理解する。 

・社会の変化と職業観に関わる現実社会の事柄や課題を理

解している。 

・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自立した主体とし

て活動するために必要な情報を適切かつ効果的に収集し，

読み取り，まとめる技能を身に付けている。 

・歴史や情報など他教科で学んだ知識もふまえ，幸福，正義，

公正などに着目して，多面的・多角的に考察し，表現して

いる。 

・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設

定し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題

の解決に向けて事実を基に協働して考察したり構想した

りしたことを，論拠をもって表現している。 

・社会の変化と職業観について，現代の諸課題を主体的に解

決し，自分の将来のあり方について考えようとしている。 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

主題 10 

市場経済の機能と限界 

①市場経済と経済運営 

②市場のしくみ 

③経済発展と環境保全 

④国民所得と私たちの生

活 

⑤経済成長と国民の福祉 

■公正で自由な経済活動を通して，市場が効率的な資源配分

を実現できるしくみを理解する。 

・市場経済の機能と限界に関わる現実社会の事柄や課題を

理解している。 

・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自立した主体とし

て活動するために必要な情報を適切かつ効果的に収集し，

読み取り，まとめる技能を身に付けている。 

・歴史など他教科で学んだ知識もふまえ，幸福，正義，公正

などに着目して，多面的・多角的に考察し，表現している。 

・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設

定し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題

の解決に向けて事実を基に協働して考察したり構想した

りしたことを，論拠をもって表現している。 

・市場経済の機能と限界について，現代の諸課題を主体的に

解決しようとしている。 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

主題 11 金融のはたらき ■経済において，金融市場はどのような役割を果たしている    ・授業態度 



月 学習項目 ■学習内容(ねらい) ・評価の観点 a b c 評価方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

①金融の意義と役割 

②金融のいま 

のか理解する。 

・金融のはたらきに関わる現実社会の事柄や課題を理解し

ている。 

・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自立した主体とし

て活動するために必要な情報を適切かつ効果的に収集し，

読み取り，まとめる技能を身に付けている。 

・家庭科など他教科で学んだ知識もふまえ，幸福，正義，公

正などに着目して，多面的・多角的に考察し，表現してい

る。 

・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設

定し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題

の解決に向けて事実を基に協働して考察したり構想した

りしたことを，論拠をもって表現している。 

・金融のはたらきについて，現代の諸課題を主体的に解決し

ようとしている。 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

主題 12 

財政の役割と社会保障 

①財政のしくみと租税 

②日本の財政の課題 

③社会保障と国民福祉 

④これからの社会保障 

■少子高齢化が進むなかで，財政や社会保障を持続可能なも

のにするために，政府はどのような役割を果たしていくべ

きなのかを理解する。 

・財政の役割と社会保障に関わる現実社会の事柄や課題を

理解している。 

・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自立した主体とし

て活動するために必要な情報を適切かつ効果的に収集し，

読み取り，まとめる技能を身に付けている。 

・少子高齢化・人口減少などの社会背景をふまえ，幸福，正

義，公正などに着目して考えている。 

・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設

定し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題

の解決に向けて事実を基に協働して考察したり構想した

りしたことを，論拠をもって表現している。 

・財政の役割と社会保障について，現代の諸課題を主体的に

解決しようとしている。 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

主題 13 

経済のグローバル化 

①国際分業と貿易 

②国際収支と国際経済体

制 

③外国為替相場の動き 

④グローバル化する経済 

⑤地域的経済統合 

⑥国際社会における貧困

や格差 

⑦地球環境問題 

⑧資源・エネルギー問題 

⑨国際社会のこれから 

■経済がグローバル化するなかで，貧困や格差などの問題を

乗りこえ，すべての人が幸福に暮らすために，国際社会や

私たちがどうあるべきか考える。 

・経済のグローバル化に関わる現実社会の事柄や課題を理

解している。 

・現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自立した主体とし

て活動するために必要な情報を適切かつ効果的に収集し，

読み取り，まとめる技能を身に付けている。 

・地理など他教科で学んだ知識もふまえ，幸福，正義，公正

などに着目して，政治分野の国際機関の取り組みなどとも

関連させ，多面的・多角的に考察し，表現している。 

・自立した主体として解決が求められる具体的な主題を設

定し，合意形成や社会参画を視野に入れながら，その主題

の解決に向けて事実を基に協働して考察したり構想した

りしたことを，論拠をもって表現している。 

・経済のグローバル化について，現代の諸課題を主体的に解

決しようとしている。 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・ノート提出 

・定期考査 

第３編 

持続可能な社会づくりの

主体となる私たち 

①排出権取引を考える～

地球環境問題 

②ベストミックスを考え

る～資源・エネルギー問

題 

③ゲノム編集を考える～

生命倫理 

④インターネットによる

投票を考える～情報 

⑤フェアトレードを考え

る～国際社会の課題 

■持続可能な地域，国家・社会及び国際社会づくりに向けた

役割を担う，公共の精神をもった自立した主体となること

に向けて，幸福，正義，公正などに着目して，現代の諸課

題を探究する活動を行う。 

・これまで学んだ内容や課題を解決するための知識を理解

している。 

・地域の創造，よりよい国家・社会の構築及び平和で安定し

た国際社会の形成へ主体的に参画し，共に生きる社会を築

くという観点から課題を見いだしている。 

・これまでの学習を関連させ，幸福，正義，公正などに着目

して，多面的・多角的に考察し，表現している。 

・その課題の解決に向けて事実を基に協働して考察，構想

し，妥当性や効果，実現可能性などを指標にして，論拠を

基に自分の考えを説明，論述している。 

・現代の諸課題を主体的に解決しようとしている。 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート提出 

・レポート作

成 

・発表 

・定期考査 

 



県立名護商工高等学校   令和５年度 地理歴史科「歴史総合」（歴総711）シラバス 
 校 長  教 頭  教 頭 

   

 

科目 歴史総合 単位 2 学年 1・2  

使用教科書 高等学校 新歴史総合(第一学習社)711 副教材等 新歴史総合ノート（第一学習社） 

 

学習の到達目標 

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立

ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民と

しての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

・近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え，現代的な

諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解するとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効

果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

・近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在

とのつながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把

握し解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議

論したりする力を養う。 

・近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究，解決しよ

うとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，

我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。 

 

評価の観点 
ａ．知識・技能 ｂ．思考・判断・表現 ｃ．主体的に学習に取り組む態度 

近現代の歴史の変化に関わる諸事象につ

いて，世界とその中の日本を広く相互的

な視野から捉え，現代的な諸課題の形成

に関わる近現代の歴史を理解するととも

に，諸資料から歴史に関する様々な情報

を適切かつ効果的に調べまとめる技能を

身に付けている。 

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味

や意義，特色などを，概念などを活用して

多面的・多角的に考察したり，歴史に見ら

れる課題を把握し解決を視野に入れて構

想したりする力や，考察，構想したことを

効果的に説明したり，それらを基に議論

したりする力を身に付けている。 

近現代の歴史の変化に関わる諸事象につ

いて，よりよい社会の実現を視野に課題

を主体的に追究，解決しようとする態度

や，多面的・多角的な考察や深い理解を通

して涵養される日本国民としての自覚，

我かんが国の歴史に対する愛情，他国や

他国の文化を尊重することの大切さにつ

いての自覚などを身に付けている。 

 

月 学習項目 学習内容(ねらい)および評価の観点 a b c 評価方法 
４ 第１部 歴史の扉 

①歴史と私たち 

 

・私たちの生活や身近な地域などに見られる諸事象を基に，それらが

日本や日本周辺の地域及び世界の歴史とつながっていることを理

解する。 

・近代化，国際秩序の変化や大衆化，グローバル化などの歴史の変化

と関わらせて，私たちの生活や身近な地域などに見られる諸事象と

日本や日本周辺の地域及び世界の歴史との関連性について考察し，

表現する。 

・諸資料を活用し，課題を追及したり解決したりする活動に主体的に

取り組む。 

○  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査 

４ ②歴史の特質と資料 ・日本や世界の様々な地域の人々の歴史的な営みの痕跡や記録であ

る遺物，文書，図像などの資料に基づいて歴史が叙述されているこ

とを理解する。 

・複数の資料の関係や異同に着目して，資料から読み取った情報の意

味や意義，特色などを考察し，表現する。 

・諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活動に主体的に

取り組む。 

○  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査 

４ 第２部 近現代の世界と

日本 

第１章 近代化と私たち

近代化への問い 

・交通と貿易，産業と人口，権利意識と政治参加や国民の義務，学校

教育，労働と家族，移民などに関する資料から情報を読み取ったり

まとめたりする技能を身に付ける。 

・近代化に伴う生活や社会の変容について考察し，問いを表現する。 

・諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活動に主体的に

取り組む。 

○  

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査 

５

│

９ 

第１節 18 世紀のアジア

の繁栄 

第２節 工業化の進展と

国民国家の建設 

第３節 結び付く世界と

日本の開国 

第４節 帝国主義とアジ

ア諸国の変容 

・18 世紀のアジアや日本における生産と流通，アジア各地域間やア

ジア諸国と欧米諸国の貿易などを基に，18 世紀のアジアの経済と

社会を理解する。 

・産業革命と交通・通信手段の革新，中国の開港と日本の開国などを

基に，工業化と世界市場の形成を理解する。 

・18 世紀後半以降の欧米の市民革命や国民統合の動向，日本の明治

維新や大日本帝国憲法の制定などを基に，立憲体制と国民国家の形

成を理解する。 

・列強の進出と植民地の形成，日清・日露戦争などを基に，列強の帝

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査 



月 学習項目 学習内容(ねらい)および評価の観点 a b c 評価方法 
国主義政策とアジア諸国の変容を理解する。 

・18 世紀のアジア諸国の経済が欧米諸国に与えた影響などに着目し

て，主題を設定し，アジア諸国とその他の国や地域の動向を比較し

たり，相互に関連付けたりするなどして，18 世紀のアジア諸国に

おける経済活動の特徴，アジア各地域間の関係，アジア諸国と欧米

諸国との関係などを多面的・多角的に考察し，表現する。 

・産業革命の影響，中国の開港と日本の開国の背景とその影響などに

着目して，主題を設定し，アジア諸国とその他の国や地域の動向を

比較したり，相互に関連付けたりするなどして，アジア諸国と欧米

諸国との関係の変容などを多面的・多角的に考察し，表現する。 

・国民国家の形成の背景や影響などに着目して，主題を設定し，アジ

ア諸国とその他の国や地域の動向を比較したり，相互に関連付けた

りするなどして，政治変革の特徴，国民国家の特徴や社会の変容な

どを多面的・多角的に考察し，表現する。 

・帝国主義政策の背景，帝国主義政策がアジア・アフリカに与えた影

響などに着目して，主題を設定し，アジア諸国とその他の国や地域

の動向を比較したり，相互に関連付けたりするなどして，帝国主義

政策の特徴，列強間の関係の変容などを多面的・多角的に考察し，

表現する。 

・諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活動に主体的に

取り組む。 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

９ 近代化と現代的な諸課題 ・自由・制限，平等・格差，開発・保全，統合・分化，対立・協調な

どの観点から主題を設定し，現代的な諸課題の形成に関わる近代化

の歴史を理解する。 

・事象の背景や原因，結果や影響などに着目して，アジア諸国とその

他の国や地域の動向を比較したり，相互に関連付けたりするなどし

て，主題について多面的・多角的に考察し，表現する。 

・諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活動に主体的に

取り組む。 

○  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査 

９ 第２章 国際秩序の変化

や大衆化と私たち 

国際秩序の変化や大衆化

への問い 

・国際関係の緊密化，アメリカ合衆国とソヴィエト連邦の台頭，植民

地の独立，大衆の政治的・経済的・社会的地位の変化，生活様式の

変化などに関する資料から情報を読み取ったりまとめたりする技

能を身に付ける。 

・国際秩序の変化や大衆化に伴う生活や社会の変容について考察し，

問いを表現する。 

・諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活動に主体的に

取り組む。 

○  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査 

10

│

11 

第１節 第一次世界大戦

と大衆社会 

・第一次世界大戦の展開，日本やアジアの経済成長，ソヴィエト連邦

の成立とアメリカ合衆国の台頭，ナショナリズムの動向と国際連盟

の成立などを基に，総力戦と第一次世界大戦後の国際協調体制を理

解する。 

・大衆の政治参加と女性の地位向上，大正デモクラシーと政党政治，

大量消費社会と大衆文化，教育の普及とマスメディアの発達などを

基に，大衆社会の形成と社会運動の広がりを理解する。 

・第一次世界大戦の推移と第一次世界大戦が大戦後の世界に与えた

影響，日本の参戦の背景と影響などに着目して，主題を設定し，日

本とその他の国や地域の動向を比較したり，相互に関連付けたりす

るなどして，第一次世界大戦の性格と惨禍，日本とアジア及び太平

洋地域の関係や国際協調体制の特徴などを多面的・多角的に考察

し，表現する。 

・第一次世界大戦前後の社会の変化などに着目して，主題を設定し，

日本とその他の国や地域の動向を比較したり，相互に関連付けたり

するなどして，第一次世界大戦後の社会の変容と社会運動との関連

などを多面的・多角的に考察し，表現する。 

・諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活動に主体的に

取り組む。 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査 

11 

│

12 

第２節 経済危機と第二

次世界大戦 

第３節 第二次世界大戦

後の世界と日本 

・世界恐慌，ファシズムの伸張，日本の対外政策などを基に，国際協

調体制の動揺を理解する。 

・第二次世界大戦の展開，国際連合と国際経済体制，冷戦の始まりと

アジア諸国の動向，戦後改革と日本国憲法の制定，平和条約と日本

の独立の回復などを基に，第二次世界大戦後の国際秩序と日本の国

際社会への復帰を理解する。 

・経済危機の背景と影響，国際秩序や政治体制の変化などに着目し

て，主題を設定し，日本とその他の国や地域の動向を比較したり，

相互に関連付けたりするなどして，各国の世界恐慌への対応の特

徴，国際協調体制の動揺の要因などを多面的・多角的に考察し，表

現する。 

・第二次世界大戦の推移と第二次世界大戦が大戦後の世界に与えた

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査 



月 学習項目 学習内容(ねらい)および評価の観点 a b c 評価方法 
影響，第二次世界大戦後の国際秩序の形成が社会に及ぼした影響な

どに着目して，主題を設定し，日本とその他の国や地域の動向を比

較したり，相互に関連付けたりするなどして，第二次世界大戦の性

格と惨禍，第二次世界大戦下の社会状況や人々の生活，日本に対す

る占領政策と国際情勢との関係などを多面的・多角的に考察し，表

現する。 

・諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活動に主体的に

取り組む。 

 

 

 

 

 

○ 

12 国際秩序の変化や大衆化

と現代的な諸課題 

・自由・制限，平等・格差，開発・保全，統合・分化，対立・協調な

どの観点から主題を設定し，現代的な諸課題の形成に関わる国際秩

序の変化や大衆化の歴史を理解する。 

・事象の背景や原因，結果や影響などに着目して，日本とその他の国

や地域の動向を比較したり，相互に関連付けたりするなどして，主

題について多面的・多角的に考察し表現する。 

・諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活動に主体的に

取り組む。 

○  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査 

１ 第３章 グローバル化と

私たち 

グローバル化への問い 

・冷戦と国際関係，人と資本の移動，高度情報通信，食料と人口，資

源・エネルギーと地球環境，感染症，多様な人々の共存などに関す

る資料から情報を読み取ったりまとめたりする技能を身に付ける。 

・グローバル化に伴う生活や社会の変容について考察し，問いを表現

する。 

・諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活動に主体的に

取り組む。 

○  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査 

１

│

２ 

第１節 冷戦と脱植民地

化・第三世界の台頭 

・脱植民地化とアジア・アフリカ諸国，冷戦下の地域紛争，先進国の

政治の動向，軍備拡張や核兵器の管理などを基に，国際政治の変容

を理解する。 

・西ヨーロッパや東南アジアの地域連携，計画経済とその波及，日本

の高度経済成長などを基に，世界経済の拡大と経済成長下の日本の

社会を理解する。 

・地域紛争の背景や影響，冷戦が各国の政治に及ぼした影響などに着

目して，主題を設定し，日本とその他の国や地域の動向を比較した

り，相互に関連付けたりするなどして，地域紛争と冷戦の関係，第

三世界の国々の経済政策の特徴，欧米やソヴィエト連邦の政策転換

の要因などを多面的・多角的に考察し，表現する。 

・冷戦が各国経済に及ぼした影響，地域連携の背景と影響，日本の高

度経済成長の背景と影響などに着目して，主題を設定し，日本とそ

の他の国や地域の動向を比較したり，相互に関連付けたりするなど

して，冷戦下の世界経済や地域連携の特徴，経済成長による生活や

社会の変容などを多面的・多角的に考察し，表現する。 

・諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活動に主体的に

取り組む。 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査 

２

│

３ 

第２節 世界秩序の変容

と日本 

・石油危機，アジアの諸地域の経済発展，市場開放と経済の自由化，

情報通信技術の発展などを基に，市場経済の変容と課題を理解す

る。 

・冷戦の終結，民主化の進展，地域統合の拡大と変容，地域紛争の拡

散とそれへの対応などを基に，冷戦終結後の国際政治の変容と課題

を理解する。 

・アジアの諸地域の経済発展の背景，経済の自由化や技術革新の影

響，資源・エネルギーと地球環境問題が世界経済に及ぼした影響な

どに着目して，主題を設定し，日本とその他の国や地域の動向を比

較したり，相互に関連付けたりするなどして，市場経済のグローバ

ル化の特徴と日本の役割などを多面的・多角的に考察し，表現する。 

・冷戦の変容と終結の背景，民主化や地域統合の背景と影響，地域紛

争の拡散の背景と影響などに着目して，主題を設定し，日本とその

他の国や地域の動向を比較したり，相互に関連付けたりするなどし

て，冷戦終結後の国際政治の特徴と日本の役割などを多面的・多角

的に考察し，表現する。 

・諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活動に主体的に

取り組む。 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査 

３ 現代的な諸課題の形成と

展望 

・持続可能な社会の実現を視野に入れ，自ら主題を設定し，歴史的経

緯を踏まえて，現代的な諸課題を理解する。 

・事象の背景や原因，結果や影響などに着目して，日本とその他の国

や地域の動向を比較し相互に関連付けたり，現代的な諸課題を展望

したりするなどして，主題について多面的・多角的に考察，構想し，

表現する。 

・諸資料を活用し，課題を追究したり解決したりする活動に主体的に

取り組む。 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査 

 


